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【
寮
歌
研
究
報
告
№
５
３
】 

『
ア
ム
ー
ル
川
』
の
作
曲
者
問
題
の
経
緯
（
中
間
報
告
） 

詠
帰
会 

森
下
達
朗
（
一
高
同
窓
会
会
友
）  

 

『
ア
ム
ー
ル
川
の
流
血
や
』
の
作
曲
者
が
栗
林
宇
一
で
あ
る
か
永
井
建
子
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
長

い
論
争
の
経
緯
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
関
係
者
の
見
解
が
文
章
で
述
べ
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
中
間
報

告
と
し
て
ま
と
め
て
み
た
。 

 

●
塩
田
環
氏
『
「
寮
歌
ア
ム
ー
ル
河
」
の
思
ひ
出
』（
一
高
同
窓
会
『
会
報
』
第
23
号
、
昭
8
・
10
）

 
 

「
…
…
僕
自
身
に
無
論
作
曲
又
は
編
曲
す
る
資
格
な
ど
は
無
論

な
か
っ
た
の
で
、
寮
委
員
も
種
々
首
を
捻
っ
た
結
果
、
白
羽
の
征

矢
は
文
科
の
栗
原
君
（
引
用
者
注
、
栗
林
君
の
誤
り
。
以
下
栗
林

君
と
表
記
す
る
）
に
向
け
ら
れ
た
。
…
…
栗
林
君
は
非
常
に
熱
心

な
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
軍
歌
集
や
作
曲
集
を
引
摺
り
出
し
て
は

種
々
考マ

マ

想
を
練
っ
た
。
同
君
は
相
当
ピ
ア
ノ
の
造
詣
も
深
か
っ
た

位
で
あ
る
か
ら
、
音
楽
的
の
作
曲
編
曲
を
な
す
こ
と
な
ら
ば
寧
ろ

こ
れ
程
苦
労
は
し
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。 

 

…
…
寮
歌
の
使
命
か
ら
い
っ
て
、
雄
渾
快
活
の
壮
調
を
主
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
栗
林
君
は
少
な
か
ら
ぬ
苦
心
を

払
っ
た
や
う
で
あ
る
。
あ
ゝ
で
も
な
い
、
か
う
で
も
な
い
と
色
々

研
究
し
た
結
果
、
当
時
「
福
島
中
佐
遠
征
の
歌
」
と
い
う
軍
歌
が

あ
っ
た
。
こ
れ
は
福
島
安
正
中
佐
が
西
比
利
亜
を
横
断
し
て
帰
朝

し
た
壮
挙
を
歌
っ
た
も
の
で
、
当
時
は
か
な
り
世
間
を
賑
は
し
た

有
名
な
事
件
で
あ
っ
た
。
同
君
は
偶
然
此
曲
を
弾
奏
し
た
所
が
、

そ
れ
が
如
何
に
も
「
ア
ム
ー
ル
河
」
の
歌
詞
に
ピ
ッ
タ
リ
適
合
す

る
の
で
、
こ
れ
だ
、
こ
れ
に
限
る
と
僕
は
連
呼
し
て
喜
ん
だ
。
し

か
し
栗
林
君
は
、
成
程
初
の
二
節
だ
け
は
非
常
に
好
い
が
、
後
半

二
節
の
作
曲
は
何
と
な
く
気
が
抜
け
て
居
て
面
白
く
な
い
し
、
又

一
つ
に
は
他
人
の
軍
歌
の
作
曲
を
鵜
呑
み
に
採
用
す
る
こ
と
は
、

寮
歌
の
面
目
上
か
ら
も
感
心
で
き
な
い
と
主
張
し
て
、
後
半
の
二

節
を
更
に
工
風マ

マ

す
る
こ
と
ゝ
な
っ
た
。 

 
 

而
し
て
同
君
は
再
び
種
々
の
曲
を
連
奏
研
究
し
て
見
た
が
、
或

軍
歌
の
作
曲
の
後
半
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
て
、
こ
れ
で
「
ア
ム

ー
ル
河
」
の
作
曲
は
完
成
し
得
た
の
で
あ
る
。
茲
に
或
軍
歌
と
は
、

僕
が
其
名
を
全
然
忘
れ
て
し
ま
っ
た
為
に
止
む
を
得
ず
か
う
記
述

し
た
に
止
ま
り
、
無
論
当
時
立
派
な
軍
歌
と
し
て
人
口
に
膾
炙
し

た
も
の
に
違
ひ
な
い
と
思
ふ
。」 

 

【
森
下
注
】 

●
塩
田
氏
の
文
を
要
約
す
る
と
、 

①
作
曲
は
寮
委
員
が
文
科
の
栗

林
君
に
依
頼
し
た
。 

②
同
君
は
ピ
ア
ノ
の
造
詣
も
相

当
深
か
っ
た
。 

③
寮
歌
の
使
命
か
ら
雄
渾
快
活

の
壮
調
を
旨
と
し
た
。 

④
前
半
の
二
節
は
軍
歌
『
福
島

中
佐
遠
征
の
歌
』
か
ら
採
用
し
、
、

後
半
の
二
節
は
或
軍
歌
の
後
半

を
採
用
し
て
完
成
し
た
。 

⑤
其
の
軍
歌
の
名
は
思
い
出
せ

な
い
。 
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●
栗
林
宇
一
氏
『「
ア
ム
ー
ル
川
の
」
の
作
曲
』（
一
高
同
窓
会
『
会
報
』
第
27
号
、
昭
10
・
1
） 

 
「
拝
復
、
晩
秋
の
候
益
々
御
清
祥
慶
賀
の
至
に
存
じ
上
げ
ま
す
。 

さ
て
御
問
合
の
「
ア
ム
ー
ル
河
」
の
歌
曲
の
件
で
あ
り
ま
す
が
、
元

来
私
は
音
楽
が
好
き
で
、
そ
の
方
面
は
可
な
り
心
を
傾
け
て
居
り
ま

し
た
が
、
然
し
本
式
の
作
曲
な
ど
私
に
出
来
る
筈
が
な
か
っ
た
の
で

あ
り
ま
し
て
、
随
っ
て
あ
の
曲
も
元
よ
り
私
の
創
作
し
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
唯
作
曲
の
本
義
に
も
と
ら
ぬ
様
に
注
意
し
て､

二
三
の

既
成
曲
…
…
何
と
何
と
で
し
た
か
今
は
全
く
覚
え
て
ゐ
ま
せ
ん
が 

 

…
…
の
一
部
分
づ
つ
を
組
合
せ
て
拵
へ
た
も
の
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ

り
ま
す
。
さ
う
い
ふ
意
味
で
と
い
ふ
条
件
を
附
し
て
も
よ
ろ
し
い
と

致
し
ま
す
れ
ば
、
酒
井
雪
介
さ
ん
の
御
通
知
な
さ
れ
ま
し
た
通
り
、

確
か
に
私
が
作
曲
し
ま
し
た
も
の
に
相
違
御
座
い
ま
せ
ん
。
先
は
不

取
敢
右
御
返
事
ま
で
。
草
々 

【
森
下
注
】 

●
栗
林
氏
の
文
の
要
約 

①
自
分
の
創
作
で
は
な
い
。 

②
二
、
三
の
既
成
曲
（
曲
名
は

記
憶
せ
ず
）
の
一
部
分
づ
つ
を

組
合
せ
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

③
以
上
の
条
件
付
で
な
ら
、
自

分
の
作
曲
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

●
中
村
忠
雄
氏
（
一
高
昭
10
文
甲
）『
寮
歌
の
作
詞
・
作
曲
者
調
べ
に
つ
い
て
』（
『
向
陵
』
平
4
・
10
） 

 

「
有
名
な
第
十
一
回
寮
歌
「
ア
ム
ー
ル
川
の
流
血
や
」（
…
…
）
の

作
曲
者
栗
林
宇
一
氏
（
中
退
）
は
、
軍
歌
な
ど
二
、
三
の
既
成
曲

の
組
合
せ
で
作
っ
た
と
語
っ
て
お
ら
れ
る
」 

   
  

【
森
下
注
】 

こ
の
文
が
永
井
建
子
説
側
の
人

に
よ
り
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る

が
、
前
述
の
よ
う
に
栗
林
氏
自

身
は
軍
歌
に
つ
い
て
は
云
々
し

て
い
な
い
。
中
村
氏
が
な
ぜ
か

「
軍
歌
な
ど
」
を
付
け
加
え
た

も
の
で
あ
る
。 

 

●
堀
内
敬
三
氏
著
『
日
本
の
軍
歌
』（
日
本
音
楽
雑
誌
㈱
、
昭
19
、
P.

179~

P.
180
） 

   

「
『
ア
ム
ー
ル
川
の
流
血
や
』
の
曲
が
永
井
建
子
の
作
曲
で
あ
る

こ
と
は
同
楽
長
か
ら
私
に
寄
せ
ら
れ
た
書
簡
で
始
め
て
知
っ
た
。

永
井
楽
長
は
明
治
34
年
の
始
め
に
は
楽
長
補
で
陸
軍
軍
楽
学
校
教

官
で
あ
っ
た
か
ら
此
作
曲
を
や
る
事
も
当
然
首
肯
さ
れ
る
。
ま
た

一
高
寮
歌
の
ふ
し
は
其
の
時
代
ま
で
在
来
の
軍
歌
の
も
の
を
其
の

ま
ゝ
転
用
し
た
例
が
多
く
、
生
徒
の
自
作
は
稀
で
あ
っ
た
の
で
外

部
の
人
に
頼
む
こ
と
も
有
り
得
た
で
あ
ら
う
。」 

      

【
森
下
注
】 

堀
内
氏
の
こ
の
本
の
記
述
を
受

け
て
、
市
販
の
軍
歌
集
／
唱
歌

集
等
で
ア
ム
ー
ル
川
及
び
歩
兵

の
本
領
の
作
曲
者
を
永
井
建
子

と
す
る
も
の
が
増
え
た
。 

な
お
、
堀
内
氏
の
文
で
は
永

井
建
子
は
明
治
34
年
の
始
め

に
は
楽
長
補
だ
っ
た
と
あ
る
が
、

『
鼓
笛
喇
叭
軍
歌
実
用
新
譜
』

（
明
治
32
年
6
月
）
で
は
永
井

建
子
の
肩
書
は
陸
軍
軍
楽
長
と

な
っ
て
い
る
。
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●
堀
内
敬
三
氏
『
定
本
・
日
本
の
唱
歌
』（
実
業
之
日
本
社
、
昭
45
、

P.

80
～
P.

82
、
楽
譜
P.

256
） 

 

「
私
の
兄
二
代
目
伊
太
郎
は
明
治
40
年
代
に
一
高
を
卒
業
し
、
明

治
30
年
代
に
は
一
高
志
望
者
あ
る
い
は
一
高
生
徒
で
あ
っ
た
の
で
、

私
は
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
一
高
に
あ
こ
が
れ
、
記
念
祭
の
日
に
は
昼

間
一
高
の
中
を
縦
覧
で
き
た
の
で
、
そ
の
日
に
は
一
高
の
建
物
を
見
、

ま
た
、
そ
の
日
に
は
陸
軍
軍
楽
隊
が
一
高
に
派
遣
さ
れ
、
そ
こ
で
奏

楽
を
や
っ
た
の
で
、
陸
軍
軍
楽
隊
の
奏
楽
を
聞
く
こ
と
を
楽
し
ん
だ
。

一
高
の
寮
歌
は
一
高
生
徒
が
作
曲
す
る
の
が
普
通
だ
が
、
明
治
34
年

の
東
寮
寮
歌
は
陸
軍
軍
楽
隊
の
永
井
楽
長
（
当
時
は
楽
長
補
）
が
頼

ま
れ
て
作
曲
し
た
と
の
永
井
楽
長
の
直
話
で
知
っ
た
。 

【
森
下
注
】 

堀
内
氏
は
こ
の
本
で
も
永
井
建

子
作
曲
説
を
唱
え
て
お
り
、
多

く
の
唱
歌
集
・
軍
歌
集
に
影
響

を
与
え
た
。
な
お
前
出
の
書
で

は
永
井
氏
か
ら
の
書
簡
で
知
っ

た
と
し
て
い
る
の
に
本
書
で
は

永
井
氏
の
直
話
で
知
っ
た
と
し

て
お
り
、「
揺
れ
」
が
み
ら
れ
る
。 

 

 

●
井
上
司
朗
氏
（
一
高
大
13
文
乙
）
『
「
ア
ム
ー
ル
川
の
流
血
や
」
の
作
曲
者
問
題
そ
の
他
』 

（
一
高
同
窓
会
『
会
報
』
第
23
号
、
昭
50
・
9
）

『
ア
ム
ー
ル
川
の
流
血
や
』
の
寮
歌
は
、
明
治
34
年
の
一
高
寮
歌
と

し
て
有
名
と
い
う
よ
り
、
既
に
国
民
歌
と
な
り
、
特
に
そ
の
作
曲
は
、

以
後
、
軍
歌
、
一
般
校
歌
、
さ
て
は
応
援
歌
、
労
働
歌
等
に
ひ
ろ
く

利
用
さ
れ
て
今
に
至
っ
て
い
る
事
は
、
天
下
周
知
で
あ
る
。
こ
の
寮

歌
の
作
曲
者
は
栗
林
宇
一
氏
…
…
と
寮
歌
集
に
も
古
く
か
ら
明
記
さ

れ
、
疑
う
余
地
は
な
い
。
」 

 

《
中
間
要
約
》
〈
50
年
1
月
末
に
コ
ロ
ム
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
の
人
が

来
て
、
「
『
ア
ム
ー
ル
川
』
の
作
曲
者
は
永
井
建
子
氏
だ
と
い
う
説
が

あ
る
が
、
音
楽
著
作
権
の
関
係
で
、
ど
ち
ら
が
本
当
の
作
曲
者
か
知

り
た
い
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
私
の
方
も
急
遽
調
査
に
乗
り
出

し
た
。
か
ね
て
上
野
直
昭
大
先
輩
か
ら
「
栗
林
は
音
楽
の
天
才
で
、

体
を
こ
わ
し
て
一
高
を
中
退
し
た
が
、
長
く
二
高
の
教
授
を
し
て
い

た
」
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
大
槻
理
事
長
名
で
東
北
大
学
の
加
藤
総

長
あ
て
に
丁
重
に
調
査
を
依
頼
し
た
。
そ
の
結
果
、
栗
林
先
輩
と
同

じ
心
理
学
専
攻
の
北
村
晴
朗
名
誉
教
授
等
が
、
生
前
栗
林
教
授
か
ら
、

ア
ム
ー
ル
川
の
作
曲
は
自
分
が
や
っ
た
旨
を
直
接
う
か
が
っ
た
こ
と
、

又
栗
林
令
夫
人
の
弟
で
音
楽
評
論
家
の
林
信
夫
氏
か
ら
も
同
じ
確
言

を
得
ら
れ
た
こ
と
等
か
ら
、
ア
ム
ー
ル
川
の
作
曲
は
栗
林
教
授
間
違

い
な
し
と
の
報
告
を
受
け
た
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
社
側
で
も
、
苦
労
し
て

栗
林
先
輩
の
ご
遺
族
を
つ
き
と
め
、
そ
こ
で
も
同
様
の
強
い
証
言
を

得
た
旨
の
報
告
を
受
け
た
。
以
上
に
よ
り
ア
ム
ー
ル
川
の
作
曲
者
は

栗
林
宇
一
先
輩
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
。
〉 

 

「
堀
内
敬
三
氏
の
永
井
建
子
説
は
、
令
兄
の
堀
内
伊
太
郎
氏
か
ら 

の
伝
聞
で
あ
り
、
ま
た
『
ア
ム
ー
ル
川
』
と
同
じ
年
の
『
春
爛
漫
』

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
高
生
の
作
曲
力
は
こ
の
レ
ベ
ル
に
達
し
て

【
森
下
注
】 

井
上
司
朗
先
輩
の
所
説
は
、
失

礼
な
が
ら
、
母
校
を
愛
す
る
気

持
ち
が
強
い
あ
ま
り
、
我
田
引

水
の
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
。
堀
内
氏
の
説
を
伝

聞
だ
か
ら
当
て
に
な
ら
な
い
と

し
て
い
る
が
、
ご
自
身
の
主
張

も
す
べ
て
伝
聞
ま
た
は
状
況
証

拠
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
証
明

と
い
う
レ
ベ
ル
に
は
達
し
て
い

な
い
。
ま
た
、
か
つ
て
一
高
同

窓
会
の
『
会
報
』
に
掲
載
さ
れ

た
塩
田
環
氏
お
よ
び
栗
林
宇
一

氏
の
見
解
（
前
出
）
を
知
ら
な

か
っ
た
と
す
れ
ば
不
思
議
で
あ

る
し
、
知
っ
て
い
て
無
視
し
た

と
す
れ
ば
ア
ン
フ
ェ
ア
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

井
上
先
輩
は
堀
内
氏
の
所
説
を

「
令
兄
伊
太
郎
氏
か
ら
の
伝

聞
」
と
す
る
が
、『
日
本
の
唱
歌
』

で
は
堀
内
氏
は
自
身
と
一
高
と

の
縁
を
述
べ
る
の
に
令
兄
を
引

き
合
い
に
出
し
た
だ
け
で
あ
る
。

お
り
、
外
部
の
陸
軍
軍
楽
隊
長
に
わ
ざ
わ
ざ
依
頼
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
程
、
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音
楽
的
に
未
成
熟
で
は
な
か
っ
た
。」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「
堀
内
敬
三
氏
著
『
日
本
の
唱
歌
』
256
頁
の
「
永
井
建
子
作
曲
」
は
、 

 
 

 
恐
縮
だ
が
至
急
訂
正
願
わ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
又
こ
れ
を
孫
引
き
し 

 
 

 

た
巷
間
の
音
楽
書
も
、
同
断
で
あ
る
。
」 

  

 

●
東
京
新
聞
『
こ
ち
ら
特
報
部
』
「
怪
し
い
雲
行
き
、
一
高
対
陸
軍
」

 
 

昭
50
・
11
・
1 
《
８
段
組
み
の
長
文
の
特
集
記
事
の
要
旨
》 

①
軍
歌
『
歩
兵
の
本
領
』（
万
朶
の
桜
か
襟
の
色
）
と
労
働
歌
『
メ
ー

デ
ー
の
歌
』（
聞
け
万
国
の
労
働
者
）
は
「
ア
ム
ー
ル
川
」
の
メ
ロ
デ

ィ
ー
を
借
り
た
も
の
で
あ
る
。 

②
こ
の
曲
の
作
者
は
堀
内
敬
三
氏
の
著
書
『
定
本
・
日
本
の
唱
歌
』『
定

本
・
日
本
の
軍
歌
』
と
、
堀
内
説
を
引
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
歌
集
に

よ
っ
て
、
陸
軍
軍
楽
隊
長
（
当
時
楽
長
補
）
永
井
建
子
氏
と
す
る
の

が
”
世
間
の
定
説
“
の
よ
う
で
あ
っ
た
。 

③
『
そ
の
「
作
曲
者
永
井
説
」
に
一
高
同
窓
会
報
（
23
号
）
が
猛
然

と
反
論
を
ぶ
っ
つ
け
た
。
』
と
し
て
、
前
出
の
井
上
司
朗
氏
の
主
張
を

詳
細
に
紹
介
。 

④
一
方
、
堀
内
氏
は
病
気
入
院
中
で
、
文
子
夫
人
は
、「
堀
内
に
確
認

し
た
ら
、
永
井
さ
ん
か
ら
手
紙
や
楽
譜
を
受
け
取
っ
た
か
ら
間
違
い

な
い
そ
う
で
す
。
慎
重
な
堀
内
が
根
拠
の
な
い
こ
と
を
書
く
は
ず
が

あ
り
ま
せ
ん
。
証
拠
の
手
紙
を
空
襲
で
焼
い
て
し
ま
っ
た
の
が
残
念

そ
う
で
す
。」
と
い
う
。 

⑤
永
井
氏
の
遺
族
で
あ
る
長
男
の
永
井
巴
さ
ん
は
、「
父
か
ら
ア
ム
ー

ル
川
の
作
曲
を
し
た
と
い
う
話
は
聞
い
て
い
な
い
。
い
ま
さ
ら
争
う

の
は
い
や
だ
か
ら
、
ど
う
ぞ
ど
ち
ら
に
し
て
も
ら
っ
て
も
結
構
だ
」

と
語
る
。 

⑥
栗
林
氏
の
遺
族
落
合
百
合
子
さ
ん
は
、「
義
父
は
生
前
メ
ー
デ
ー
歌

を
聞
く
と
、
自
分
が
一
高
生
の
頃
作
っ
た
曲
と
同
じ
だ
と
話
し
て
い

た
。
堀
内
氏
の
説
は
お
か
し
い
と
い
い
な
が
ら
も
、
一
高
寮
歌
集
に

は
自
分
の
名
で
出
て
い
る
の
で
、
そ
れ
で
満
足
し
て
い
た
。
著
作
権

が
得
ら
れ
る
な
ら
義
父
も
あ
の
世
で
喜
ぶ
だ
ろ
う
。」
と
、
遠
慮
が
ち

な
声
だ
。 

⑦
メ
ー
デ
ー
歌
の
作
詞
者
大
場
勇
氏
は
健
在
で
、
当
時
の
い
き
さ
つ

を
、「
当
時
行
進
に
う
ま
く
合
わ
せ
る
労
働
歌
が
な
く
、
都
内
の
労
組

代
表
が
協
議
し
た
折
、
一
高
寮
歌
の
『
ア
ム
ー
ル
川
』
の
曲
が
い
い
、

あ
れ
に
歌
詞
を
つ
け
よ
う
と
衆
議
一
決
、
各
労
組
か
ら
募
っ
た
結
果
、

私
の
作
が
採
用
さ
れ
た
」
と
語
る
。 

  

 

【
森
下
注
】 

こ
の
新
聞
記
事
の
リ
ー
ド
で

は
、「
こ
の
歌
の
作
曲
者
を
め
ぐ

っ
て
、
堀
内
氏
の
『
陸
軍
軍
楽

隊
隊
長
』
説
と
一
高
同
窓
会
の

『
寮
生
』
説
が
い
ま
真
っ
向
か

ら
対
立
し
て
い
る
」
と
し
、「
著

作
権
問
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

こ
の
ま
ま
い
け
ば
『
陸
軍
』
対

『
一
高
』
の
一
戦
も
あ
る
や
も

知
れ
ず
、
歌
の
文
句
ど
お
り
『
怪

雲
空
に
は
び
こ
り
つ
』
と
い
っ

た
雲
行
き
で
…
…
。
」
と
茶
化
し

て
い
る
。 

 

た
だ
、
全
体
の
ト
ー
ン
と
し

て
は
、
一
高
側
に
肩
入
れ
し
た

記
事
だ
と
い
え
よ
う
。 

               

●
読
売
新
聞
「
一
高
生
の
青
春
譜
だ
っ
た
―
―
故
栗
林
氏
作
曲
の
寮
歌
」 



５ 

 ５

 
 

昭
51
・
5
・
1
朝
刊 

《
９
段
組
み
の
長
文
の
記
事
の
要
旨
》

《
リ
ー
ド
》
き
ょ
う
は
メ
ー
デ
ー
。
長
い
間
メ
ー
デ
ー
歌
の
元
歌
は

陸
軍
軍
楽
隊
長
の
作
曲
と
さ
れ
て
い
た
が
、
実
は
旧
制
一
高
の
寮
歌

「
ア
ム
ー
ル
川
」
の
曲
に
詞
を
つ
け
た
も
の
で
、
栗
林
宇
一
氏
の
作

曲
だ
と
わ
か
り
、
著
作
権
に
つ
い
て
、
め
で
た
く
遺
族
同
士
の
話
が

つ
い
た
。 

①
「
メ
ー
デ
ー
歌
」
と
「
ア
ム
ー
ル
川
」、
そ
れ
に
「
歩
兵
の
本
領
」

は
同
じ
曲
で
、
こ
れ
ま
で
一
般
的
に
は
「
歩
兵
」
が
元
歌
と
さ
れ
、

元
陸
軍
軍
楽
隊
長
永
井
建
子
氏
が
そ
の
作
曲
者
と
し
て
通
っ
て
い
た
。

楽
壇
の
長
老
が
戦
時
中
に
出
し
た
国
民
唱
歌
集
の
中
で
「
作
曲
・
永

井
建
子
」
と
書
き
、
ほ
か
の
音
楽
書
も
こ
れ
に
右
へ
な
ら
え
し
た
た

め
だ
。 

②
と
こ
ろ
が
一
高
関
係
者
の
間
で
は
、
古
く
か
ら
「
ア
ム
ー
ル
川
」

を
元
歌
と
す
る
説
が
信
じ
ら
れ
て
き
た
。
栗
林
氏
が
一
高
寮
生
時
代
、

同
じ
寮
生
の
塩
田
環
氏
の
詞
に
曲
を
つ
け
た
と
い
う
わ
け
。
事
実
、

昭
和
10
年
の
一
高
同
窓
会
会
報
の
中
で
、
編
集
委
員
の
問
い
に
栗
林

氏
自
身
が
「
私
の
作
曲
で
す
」
と
は
っ
き
り
答
え
、
同
年
以
後
の
寮

歌
集
に
は
作
詞
、
作
曲
者
と
し
て
塩
田
、
栗
林
両
氏
の
名
前
が
明
記

さ
れ
て
い
る
。 

③
栗
林
氏
が
教
授
を
つ
と
め
た
旧
制
二
高
の
関
係
者
か
ら
の
証
言
を

得
て
確
信
を
深
め
た
一
高
同
窓
会
の
井
上
司
朗
氏
は
、
こ
と
し
に
な

っ
て
永
井
氏
の
長
男
巴
氏
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
巴
氏
は
「
父
か
ら
『
ア

ム
ー
ル
川
』
は
自
分
の
曲
だ
と
い
う
よ
う
な
話
は
聞
か
な
か
っ
た
。

こ
の
問
題
で
争
う
考
え
は
な
い
」
と
し
て
、
相
続
し
て
い
た
著
作
権

を
栗
林
氏
の
遺
族
に
譲
る
こ
と
を
快
く
了
承
し
た
。 

④
結
局
、「
歩
兵
」
は
日
露
戦
争
後
に
「
ア
ム
ー
ル
川
」
の
極
を
借
り

て
作
ら
れ
、
さ
ら
に
大
正
に
入
っ
て
か
ら
「
メ
ー
デ
ー
歌
」
の
元
歌

に
も
な
っ
た
わ
け
。 

④
井
上
司
朗
さ
ん
は
「
音
楽
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
な
い
。
メ
ー
デ
ー

の
歌
に
せ
よ
、
栗
林
さ
ん
の
曲
が
み
ん
な
に
歌
わ
れ
る
の
は
う
れ
し

い
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
す
。 

⑤
栗
林
氏
の
遺
族
の
落
合
百
合
子
さ
ん
は
、「
父
は
よ
く
『
あ
の
歌
は

オ
レ
が
十
八
の
と
き
に
作
っ
た
ん
だ
よ
』
と
い
っ
て
い
た
」
と
語
る
。 

 

【
森
下
注
】 

こ
の
新
聞
記
事
で
は
、「
実
は
栗 

林
宇
一
氏
の
作
曲
だ
と
わ
か
っ

た
」
と
し
て
い
る
が
、
よ
く
読

ん
で
み
る
と
、
決
し
て
事
実
関

係
が
新
た
に
証
明
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
く
、
永
井
氏
の
遺
族
が

争
い
を
好
ま
ず
、
栗
林
氏
側
（
＝

一
高
側
）
に
譲
る
こ
と
で
決
着

し
た
と
い
う
の
が
実
情
の
よ
う

で
あ
る
。 

 

栗
林
氏
が
「
私
の
作
曲
で
す
」

と
は
っ
き
り
答
え
た
と
し
て
い

る
が
、
前
出
の
同
氏
の
文
に
よ

れ
ば
、「
条
件
付
き
な
ら
自
分
の

作
曲
だ
」
と
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
見
過
ご
し
て
い
る
。 

 
こ
の
記
事
を
踏
ま
え
た
の
が

次
項
の
金
田
一
春
彦
・
安
西
愛

子
『
日
本
の
唱
歌
』〔
下
〕
の
解

説
で
あ
る
。 

            

●
金
田
一
春
彦
・
安
西
愛
子
『
日
本
の
唱
歌
〔
下
〕
』（
講
談
社
文
庫
、
昭
57
） 

 

「
こ
の
歌
の
作
曲
者
は
以
前
、
陸
軍
軍
楽
隊
隊
長
、
永
井
建
子
と
誤
伝
さ
れ
て
い
た
が
、
一
高
同
窓
会

の
調
査
に
よ
り
、
上
野
直
昭
氏
の
記
憶
と
加
藤
陸
奥
雄
氏
の
協
力
を
得
て
栗
林
宇
一
の
作
で
あ
る
こ
と
が

あ
き
ら
か
と
な
り
、
昭
和
51
年
、
栗
林
家
／
永
井
家
の
遺
族
が
話
し
合
っ
た
結
果
、
栗
林
の
作
曲
と
い
う

こ
と
に
決
着
し
た
。
」 

●
日
経
新
聞
『
文
化
往
来
』
平
成
21
年
10
月
2
日
朝
刊
（
全
文
） 
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旧
制
一
高
寮
歌
「
ア
ム
ー
ル
川
の
流
血
や
」、
軍
歌
「
歩
兵
の
本
領
」
、

メ
ー
デ
ー
歌
「
聞
け
万
国
の
労
働
者
」
、
さ
ら
に
校
歌
の
い
く
つ
か
が

同
じ
曲
―
―
。
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
藍
川
由
美
は
、
そ
れ
ら
の
曲
が
す

べ
て
軍
歌
「
小
楠
公
」
を
「
本
歌
」
と
し
て
い
る
こ
と
を
突
き
止
め

た
。
5
日
の
東
京
文
化
会
館
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
一
度
に
歌
う
。 

 

日
本
音
楽
著
作
権
協
議
会
は
「
ア
ム
ー
ル
川
（
河
）
の
流
血
や
」

は
陸
軍
軍
楽
隊
長
を
務
め
た
永
井
建
子
と
旧
制
一
高
生
だ
っ
た
栗
林

宇
一
、「
歩
兵
の
本
領
」
と
「
メ
ー
デ
ー
歌
」
と
は
栗
林
の
作
曲
と
し

て
き
た
。
藍
川
は
大
正
11
年
（1922

年
）
の
メ
ー
デ
ー
歌
か
ら
明
治

44
年
（
11
年
）
の
「
歩
兵
の
本
領
」
、
明
治
34
年
の
「
ア
ム
ー
ル
川

の
流
血
や
」
…
…
と
作
曲
年
代
を
逆
に
た
ぐ
る
う
ち
、
明
治
32
年
の

永
井
の
著
作
「
鼓
笛
喇
叭
軍
歌
実
用
新
譜
」
に
載
っ
て
い
る
「
小
楠

公
」
に
た
ど
り
着
い
た
。 

 

「
小
楠
公
」
の
楽
譜
に
は
「
七
五
調
に
作
り
た
る
長
編
の
軍
歌
に

し
て
未
だ
譜
な
き
も
の
に
は
、
こ
の
句
節
に
し
て
謡
は
し
む
る
」
と

付
記
さ
れ
、“
ひ
な
型
”
に
歌
詞
を
乗
せ
れ
ば
、
別
の
曲
が
作
れ
る
と

明
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。 

 

茨
城
県
立
龍
ヶ
崎
第
一
高
校
、
岩
手
県
立
盛
岡
農
業
高
校
の
校
歌
、

石
川
県
立
金
沢
泉
丘
高
校
の
応
援
歌
も
「
小
楠
公
」
を
下
敷
き
に
し

た
形
跡
が
あ
る
。「
決
ま
っ
た
旋
律
に
様
々
な
詞
を
の
せ
て
歌
う
和
歌

披
講
の
伝
統
を
感
じ
る
」
と
藍
川
は
語
る
。 

【
森
下
注
】 

明
治
32
年
6
月
に
共
益
商
社

か
ら
発
行
さ
れ
た
「
鼓
笛
喇
叭

軍
歌
実
用
新
譜
」
（
永
井
建
子

著
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
小
楠
公
」

の
譜
【
別
紙
参
照
】
は
、
た
し

か
に
「
ア
ム
ー
ル
川
」
の
譜
に

よ
く
似
て
お
り
、
藍
川
氏
の
説

の
信
憑
性
が
高
い
と
思
わ
せ
る
。 

 

こ
の
記
事
が
出
た
翌
々
日
の

10
月
4
日
に
は
、G

oogle

の

W
ikipedia

の
関
連
項
目
の
説

明
が
一
斉
に
こ
の
記
事
に
沿
っ

て
修
正
さ
れ
た
こ
と
で
、
有
力

紙
の
記
事
の
影
響
力
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
た
。 

 

た
だ
し
、
藍
川
氏
の
説
が
正

し
い
と
断
定
す
る
に
は
ま
だ
い

く
つ
か
の
疑
問
点
が
残
さ
れ
て

お
り
、
解
明
が
急
が
れ
る
。 

 
 

●
今
後
に
残
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
問
題
点 

①
塩
田
環
氏
の
文
に
よ
る
と
、
曲
の
前
半
部
分
は
軍
歌
「
福
島
中
佐
遠
征
の
歌
」
か
ら
採
っ
た
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
軍
歌
の
歌
詞
は
見
つ
か
っ
た
が
譜
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
曲
の
後
半
部
分

は
別
の
曲
か
ら
採
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
ど
の
曲
の
こ
と
か
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。 

②
最
初
の
４
小
節
の
譜
は
明
治
27
年
の
「
婦
人
従
軍
歌
」（
火
筒
の
響
き
遠
ざ
か
る
）
と
よ
く
似
て
い
る
が
、

こ
れ
と
の
関
係
も
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。 

③
明
治
32
年
の
「
鼓
笛
喇
叭
軍
歌
実
用
新
譜
」
は
永
井
建
子
著
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
本
に
掲
載
さ
れ

た
曲
に
は
作
詞
者
、
作
曲
者
の
い
ず
れ
も
記
載
が
な
く
、「
小
楠
公
」
が
永
井
建
子
氏
の
作
曲
だ
と
い
う
確

証
は
な
い
。
同
書
に
は
、
永
井
氏
以
外
の
人
の
作
詞
ま
た
は
作
曲
と
わ
か
っ
て
い
る
曲
も
い
く
つ
か
含
ま

れ
て
い
る
。
ま
た
、
永
井
氏
自
身
が
別
人
の
曲
を
組
合
せ
て
作
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。 

④
「
鼓
笛
喇
叭
軍
歌
実
用
新
譜
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
小
楠
公
」
の
詩
に
は
全
く
別
の
曲
が
存
在
す
る
。 

⑤
永
井
建
子
氏
は
、
同
じ
「
小
楠
公
」
と
い
う
名
の
別
の
詩
の
作
曲
を
し
て
い
る
（
曲
も
別
の
曲
）。 

⑥
明
治
32
年
の
「
鼓
笛
喇
叭
軍
歌
実
用
新
譜
」
の
著
者
は
陸
軍
軍
楽
長
永
井
建
子
と
あ
る
が
、
堀
内
敬
三

氏
に
よ
れ
ば
、
そ
の
２
年
後
の
明
治
34
年
に
永
井
氏
は
楽
長
補
だ
っ
た
と
あ
り
、
確
認
が
必
要
で
あ
る
。 

⑥
仮
に
「
ア
ム
ー
ル
川
」
の
原
曲
が
「
小
楠
公
」
だ
と
し
て
も
、「
歩
兵
の
本
領
」
と
「
メ
ー
デ
ー
歌
」
と

は
「
ア
ム
ー
ル
川
」
の
曲
を
使
用
し
た
可
能
性
が
高
く
、
そ
の
経
緯
の
さ
ら
な
る
解
明
が
必
要
で
あ
る
。 

以 

上  

（
平
成
二
十
二
年
二
月
） 


